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二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
最
高
裁
判
所
は
、
地
下
鉄
駅
構
内
の
売
店
に
勤
務
す
る
非
正
規
労
働
者（

（
（

が
退
職
金
の
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
き
、
労
働
契
約
法
（
旧
）
二
〇
条
に
い
う
不
合
理
性
は
な
い
と
判
断
し
た（

（
（

。
判
決
の
結
論
や
理
由
づ
け
の
是
非
に

つ
い
て
の
議
論
は
今
も
な
お
続
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
や
や
事
案
の
本
筋
か
ら
外
れ
、
上
記
判
決
に
付
さ
れ
た
林
景
一
判
事
の
補

足
意
見
の
一
節
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
み
よ
う
。
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「
有
期
契
約
労
働
者
に
対
し
退
職
金
に
相
当
す
る
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
を
導
入
し
た
り
、
有
期
契
約
労
働
者
が
自
ら
掛
け

金
を
拠
出
す
る
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
へ
の
加
入
に
協
力
し
た
り
す
る
企
業
等
も
出
始
め
て
い
る
」

　

こ
こ
で
「
退
職
金
に
相
当
」
す
る
も
の
と
し
て
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
（
以
下
「
企
業
型
Ｄ
Ｃ
」
と
す
る
）
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
企
業
型
Ｄ
Ｃ
や
確
定
給
付
企
業
年
金
（
以
下
「
Ｄ
Ｂ
」
と
す
る
）
な
ど
の
企
業
年
金
制
度
が
、
退
職
金
と
同
様
の

性
格
を
有
す
る
、
労
働
の
対
価
と
し
て
の
「
労
働
条
件
」
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
い
や

最
高
裁
に
今
さ
ら
教
え
て
も
ら
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
企
業
年
金
制
度
が
、
紛
れ
も
な
く
労
働
条
件
そ
の
も
の
で
あ
る
退
職
金
由

来
の
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

企
業
年
金
が
労
働
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
か
つ
て
の
労
働
契
約
法
二
〇
条
、
現
行
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
（
パ
ー
ト
有
期
法
）
八
条
及
び
九
条
の
均
等
・
均
衡
待
遇
規
制
が
及
ん
で
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
非
正
規
だ
か
ら
企
業

年
金
制
度
の
適
用
は
な
い
、
企
業
年
金
は
正
社
員
だ
け
の
も
の
、
と
い
う
時
代
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
現
状
、
非
正
規
労
働
者
は
企
業
年
金
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
そ
の
も
の
ズ

バ
リ
の
統
計
は
存
在
し
な
い（

（
（

が
、
企
業
年
金
制
度
の
「
起
源
」
と
い
え
る
退
職
金
制
度
に
関
す
る
統
計（

（
（4
（
（

か
ら
推
察
す
る
に
、
制
度
の

適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
企
業
年
金
制
度
の
適
用
に
関
わ
る
法
的
規
制
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
解
釈
論
上
・
立
法
論
上
の
論
点
を
整
理
し
、
今
後
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
ず
Ⅱ
で
は
、
い
わ

ゆ
る
企
業
年
金
二
法
（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
、
確
定
拠
出
年
金
法
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｄ
Ｂ
法
」「
Ｄ
Ｃ
法
」
と
す
る
）
に
お
け
る
非
正

規
労
働
者
の
取
扱
い
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
現
行
法
下
で
の
い
わ
ゆ
る
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
の
淵
源
に
も
さ
か
の
ぼ
る
。
次
に

Ⅲ
で
は
、
パ
ー
ト
有
期
法
に
お
け
る
均
等
・
均
衡
待
遇
規
制
の
企
業
年
金
へ
の
適
用
関
係
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
Ⅳ
で
は
、
そ
れ
ま



35

非正規労働者と企業年金

で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
法
政
策
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

Ⅱ　

現
行
企
業
年
金
法
制
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
の
取
扱
い

1　

厚
生
年
金
被
保
険
者
資
格
と
の
連
動

　

Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
も
に
、
制
度
加
入
者
と
な
る
た
め
に
は
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
（
Ｄ
Ｂ
法
二
五
条

一
項
、
Ｄ
Ｃ
法
九
条
一
項
）。
企
業
年
金
が
公
的
年
金
を
補
完
す
る
「
上
乗
せ
」
で
あ
り
、
二
階
部
分
の
厚
生
年
金
の
さ
ら
に
上
の

「
三
階
部
分
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
措
置
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
で
な
い
非
正
規
労
働

者
は
、
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｂ
や
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い（

（
（

。
で
は
非
正
規
労
働
者
が
厚
生
年
金
被
保
険
者
と
さ
れ
る
要
件
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
ず
、
正
規
従
業
員
と
の
比
較
で
労
働
時
間
あ
る
い
は
日
数
が
四
分
の
三
以
上
で
あ
れ
ば
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
有
期
雇
用
労
働

者
で
あ
っ
て
も
被
保
険
者
と
な
る
（
厚
年
保
一
二
条
一
項
五
号
）。
さ
ら
に
、
こ
の
「
四
分
の
三
」
基
準
を
満
た
さ
な
い
労
働
者
で
あ

っ
て
も
、
①
週
の
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上
で
、
②
勤
務
期
間
が
（
見
込
み
も
含
め
）
二
か
月
以
上
、
③
月
に
八
・
八
万
円
以
上

の
所
定
内
賃
金
を
受
給
し
、
④
学
生
で
な
く
、
⑤
従
業
員
一
〇
〇
人
超
え（

（
（

の
企
業
で
働
い
て
い
る
場
合
に
は
被
保
険
者
と
な
る
。
以

上
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
非
正
規
労
働
者
は
、
Ｄ
Ｂ
や
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
者
と
な
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
現
在
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
資
格
は
段
階
的
に
拡
大
の
方
向
に
あ
る
。
前
記
②
も
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
要
件
が

緩
和
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
二
四
年
一
〇
月
か
ら
は
、
⑤
の
企
業
規
模
要
件
も
「
一
〇
〇
人
」
か
ら
「
五
〇
人
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
企
業
年
金
の
加
入
資
格
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
る
。
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2　

制
度
規
約
に
よ
る
加
入
資
格
の
制
限

　

前
述
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｂ
制
度
を
実
施
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
は
加
入
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
Ｄ

Ｂ
法
二
五
条
一
項
）
が
、
規
約
で
「
一
定
の
資
格
」
を
定
め
れ
ば
、
当
該
資
格
を
有
し
な
い
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
を
加
入
者
と
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
二
項
、
四
条
四
号
、
一
一
条
一
項
）。
た
だ
し
こ
の
「
一
定
の
資
格
」
は
、
当
該
事
業
所
で
実
施
さ
れ
て

い
る
他
の
企
業
年
金
制
度
等
（
具
体
的
に
は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
制
度
、（
他
の
）
Ｄ
Ｂ
制
度
、
退
職
手
当
制
度
）
が
適
用
さ
れ
る
者
の
範
囲

に
照
ら
し
、
特
定
の
者
に
つ
い
て
不
当
に
差
別
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い（

（
（

（
同
五
条
一
項
二
号
、
一
二
条
一
項
二
号
、
同
令
三

条
）。
Ｄ
Ｃ
制
度
の
加
入
資
格
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
定
が
存
す
る
（
Ｄ
Ｃ
法
三
条
三
項
六
号
、
四
条
一
項
二
号
、
九
条
二
項
）。

　
「
差
別
」
と
い
う
ギ
ラ
つ
い
た
単
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
不
当
」
か
否
か
を
他
の
企
業
年
金
制
度
等
の
適
用
対
象
者
の
範
囲
に

照
ら
し
て
判
断
す
る
と
い
う
規
定
の
仕
方
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
要
す
る
に
、
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

労
働
者
が
あ
る
Ｄ
Ｂ
あ
る
い
は
企
業
型
Ｄ
Ｃ
制
度
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
代
わ
り
に
他
の
企
業
年
金
制
度
等
の

適
用
対
象
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
企
業
年
金
が
公
的
年
金
の
「
上
乗
せ
」
で
あ
る
以
上
、
全
く
同
じ
制
度

で
は
な
く
て
も
よ
い
が
、
す
べ
て
の
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
が
公
平
に
何
か
し
ら
の
制
度
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
非
正
規
従
業
員
で
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
正
規
従
業
員
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
「
不
当
に
差
別
的
」
で
は
な
い

「
一
定
の
資
格
」
に
該
当
す
る
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
契
約
社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
従
業
員
を
制
度
の
加
入
対
象
と

し
な
い
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
法
令
解
釈
通
知
な
ど
の
行
政
解
釈
が
一
定
の
基
準
を
定
め
て

い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
若
干
の
混
乱
も
み
ら
れ
る
。
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（
1
）
法
令
解
釈
通
知

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｂ
法
の
法
令
解
釈
通
知（

（
（

（
い
わ
ゆ
る
局
長
通
知
）
に
よ
れ
ば
、「
一
定
の
職
種
」
は
「
一
定
の
資
格
」
に
該
当
す
る
。

「
職
種
」
と
は
、
研
究
職
、
営
業
職
、
事
務
職
な
ど
の
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
労
働
協
約
等
）

に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
職
種
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
職
種
に
属
す
る
従
業
員
に
係
る
給
与
及
び
退
職
金
等
の
労
働
条
件
は
、
他
の
職
種

に
属
す
る
従
業
員
の
労
働
条
件
と
は
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
職
種
区
分
は
事
実
上
存
在
す
る
だ
け

で
は
足
り
ず
、
労
働
協
約
等
に
規
定
さ
れ
た
正
式
な
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
準
を
用

い
る
こ
と
で
加
入
者
と
な
ら
な
い
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
他
の
企
業
年
金
制
度
等
（
Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
、
退
職
手
当

前
払
制
度
を
含
む
退
職
手
当
制
度
な
ど（

（1
（

）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
局
長
通
知
は
、「
一
定
の
資
格
」
を
定
め
る
場
合
に
は
、「
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
及
び
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
合
理

な
待
遇
の
禁
止
等
に
関
す
る
指
針
」（
平
三
〇
厚
労
告
四
三
〇
。
い
わ
ゆ
る
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の
「
基
本
的
な

考
え
方
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。
以
上
は
Ｄ
Ｂ
法
の
局
長
通
知
の
内
容
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｃ
法
の
局
長
通
知（

（1
（

に
も
ほ
ぼ
同

じ
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
局
長
通
知
に
も
明
示
的
に
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
実
務
上
は
、
典
型
的
な
非
正
規
従
業
員
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
、
す
な
わ
ち
「
契
約
社
員
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」
な
ど
も
、
労
働
協
約
等
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
一

定
の
職
種
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
Ｄ
Ｃ
規
約
承
認
基
準

　

局
長
通
知
よ
り
下
位
の
行
政
解
釈
と
し
て
、
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
は
規
約
承
認
認
可
基
準（

（1
（

、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
は
規
約
承
認
基
準（

（1
（

（
い
わ
ゆ
る
課
長
通
知
）
が
存
す
る
。
こ
の
う
ち
後
者
の
Ｄ
Ｃ
法
課
長
通
知
に
つ
い
て
の
み
、
上
記
（
1
）
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
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だ
内
容
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
の
う
ち
「
嘱
託
、
臨
時
雇
員
（
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
職
員
を
含
む
。）
等
、

企
業
型
年
金
加
入
者
と
な
る
従
業
員
と
比
べ
て
給
与
規
定
、
就
業
規
則
、
雇
用
形
態
、
退
職
金
の
適
用
の
有
無
が
異
な
る
等
、
労
働

条
件
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
企
業
型
年
金
加
入
者
と
せ
ず
、
か
つ
退
職
手
当
制
度
等
に
お
い
て
、
企
業
型
年
金

へ
の
事
業
主
掛
金
の
拠
出
に
代
わ
る
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
と
し
た
場
合
で
も
、
必
ず
し
も
不
当
に
差
別
的
な
取
扱
い
を
行
う
こ
と

と
な
ら
な
い
」。

　

要
す
る
に
、
正
規
従
業
員
と
「
労
働
条
件
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
」
非
正
規
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｂ
や
退
職
手
当
制
度
な

ど
へ
の
加
入
と
い
う
代
替
的
な
措
置
が
な
く
て
も
、
な
お
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
者
か
ら
外
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
言
は
Ｄ
Ｂ
の
規
約
承
認
認
可
基
準
に
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
Ｄ
Ｂ
の
場
合
は
非
正
規

労
働
者
を
加
入
者
と
し
な
い
場
合
は
そ
の
代
替
措
置
と
し
て
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
や
退
職
手
当
制
度
な
ど
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
企

業
型
Ｄ
Ｃ
の
場
合
そ
れ
は
不
要
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
務
で
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｄ
Ｂ
で
も
代
替
的
な
措
置
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
り
、
実
際
の
規
約
の
承
認
認
可
実
務
で
も
そ
の
よ

う
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
も
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
も
、
労
働
協
約
等
に
お
い
て
正
規
従
業
員
と

労
働
条
件
が
（
著
し
く
？
）
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
非
正
規
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
代
替
措
置
な
し
に

加
入
対
象
か
ら
外
す
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
局
長
通
知
も
代
替
措
置
は
「
基
本
的
に
は
」
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
お
り
、
絶
対

に
必
要
と
は
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
か
な
り
苦
し
い
が
一
応
辻
褄
は
合
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

3　

給
付
・
掛
金
に
お
け
る
格
差

　

非
正
規
従
業
員
も
企
業
年
金
制
度
の
加
入
対
象
と
す
る
も
の
の
、
給
付
水
準
や
掛
金
額
を
正
規
従
業
員
よ
り
低
く
す
る
、
と
い
う

措
置
は
可
能
か
。
こ
こ
で
も
加
入
資
格
の
場
合
と
同
様
に
、「
不
当
に
差
別
的
」
か
否
か
と
い
う
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
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わ
ち
、
Ｄ
Ｂ
制
度
の
給
付
の
額
は
、
特
定
の
者
に
つ
い
て
不
当
に
差
別
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
Ｄ
Ｂ
法
三
二
条
二
項
、

五
五
条
四
項
一
号
）。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
制
度
に
お
け
る
事
業
主
掛
金
及
び
加
入
者
掛
金
（
マ
ッ
チ
ン
グ
拠
出
）
の
算
定
方
法
、
給
付
額
の

算
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
特
定
の
者
に
つ
い
て
不
当
に
差
別
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
規
定
が
Ｄ
Ｃ
法
に

存
す
る
（
Ｄ
Ｃ
法
四
条
一
項
八
号
、
同
令
六
条
二
号
・
四
号
イ
）。

　

要
す
る
に
、
給
付
も
掛
金
も
、
不
当
に
差
別
的
で
な
い
範
囲
で
あ
れ
ば
、
非
正
規
従
業
員
と
正
規
従
業
員
と
の
間
で
差
を
つ
け
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
加
入
資
格
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
行
政
解
釈
が
さ
ら
に
詳
細
な
定
め
を
置
い
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
Ｄ
Ｂ
法
局
長
通
知
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｂ
制
度
に
お
い
て
給
付
の
額
に
差
を
設
け
る
に
は
、「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
労
働
協
約
等
に
お
い
て
、
特
定
の
職
種
に
属
す
る
従
業
員
に
係

る
給
与
及
び
退
職
金
等
の
労
働
条
件
が
他
の
職
種
に
属
す
る
従
業
員
の
労
働
条
件
と
は
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
給
付
の
額
に

差
を
設
け
る
こ
と
に
つ
き
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
前
掲
の
Ｄ
Ｃ
法
局
長
通
知
で
は
、
事
業
主
掛
金
に
つ
い
て
加
入
者
間
で
金
額
に
差
を
設
け
る
場
合
に
は
、
や
は
り
「
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
労
働
協
約
等
に
お
け
る
給
与
及
び
退
職
金
等
の
労
働
条
件

が
異
な
る
な
ど
、
事
業
主
掛
金
額
に
差
を
設
け
る
こ
と
に
つ
き
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

4　

不
当
差
別
禁
止
規
定
の
立
法
趣
旨

　

不
当
差
別
禁
止
規
定
の
立
法
趣
旨
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
現
在
の
Ｄ
Ｂ
の
前
身
と
い
え
る
、
厚
生
年
金
基
金

（
一
九
六
六
年
創
設
）
及
び
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
適
格
年
金
（
一
九
六
二
年
創
設
）
の
時
代
か
ら
不
当
差
別
禁
止
規
定
は
存
在
し
て
お

り
、
現
行
法
も
こ
れ
ら
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
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（
1
）
適
格
年
金
に
お
け
る
不
当
差
別
禁
止
規
定

　

一
九
六
二
年
の
適
格
退
職
年
金
制
度
創
設
当
時
の
法
人
税
法
施
行
規
則
一
条
の
五
第
六
号
に
は
、「
退
職
年
金
又
は
掛
金
の
額
に

つ
い
て
、
受
益
者
等
の
う
ち
特
定
の
者
に
つ
き
不
当
に
差
別
的
な
取
扱
い
を
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。」
と
い
う
規
定
が
存
在
す

る
。
そ
の
後
こ
の
規
定
は
一
九
六
六
年
の
改
正
で
同
法
施
行
令
に
移
動
し
て
い
る
。

　

こ
の
不
当
差
別
禁
止
規
制
は
、
当
時
の
米
国
の
税
制
に
な
ら
っ
て
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
一
九
六
一
年
の
税
制

調
査
会
答
申
で
も
、
諸
外
国
に
お
け
る
退
職
年
金
制
度
を
紹
介
す
る
中
で
米
国
に
お
け
る
不
当
差
別
禁
止
規
制
に
言
及
し
、「
年
金

契
約
の
公
正
な
団
体
性
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
」
特
定
の
者
に
つ
き
差
別
的
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
等
を
要
件
に
、
適
格
退
職
年
金

制
度
に
関
す
る
税
制
上
の
措
置
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

（
2
）
米
国
法
の
規
制
と
そ
の
趣
旨

　

そ
の
米
国
の
不
当
差
別
禁
止
規
制
（anti-discrim

ination rule

）
は
、
現
在
で
も
米
国
企
業
年
金
法
に
お
け
る
基
本
的
な
ル
ー
ル

で
あ
る
。
包
括
的
な
企
業
年
金
法
で
あ
るERISA

法
の
制
定
（
一
九
七
四
年
）
以
前
か
ら
存
在
す
る
、
内
国
歳
入
法
典
（Internal 

Revenue Code

）
上
の
規
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
、
高
給
取
り
の
被
用
者
を
不
当
に
利
す
る
被
用
者
給
付
（
企
業
年
金
）

制
度
に
は
税
制
優
遇
を
与
え
な
い
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
加
入
資
格
に
つ
い
て
の
規
制
（
最
低
適
用
範
囲
）
と
、
掛
金
・
給
付

に
つ
い
て
の
規
制
の
双
方
が
存
在
す
る
。

　

非
常
に
複
雑
な
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
ご
く
簡
単
な
例
で
説
明
す
る
と
、
従
業
員
拠
出
で
運
営
す
る
四
〇
一（
ｋ
）プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
最
も
高
い
ラ
ン
ク
の
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
従
業
員
の
拠
出
率
（
給
与
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
拠
出
す
る
か
）
は
、
平
均
的
な

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
従
業
員
の
平
均
拠
出
率
を
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
給
取

り
の
幹
部
従
業
員
が
給
与
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
拠
出
し
た
け
れ
ば
、
一
般
従
業
員
の
平
均
拠
出
率
が
四
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
必
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要
が
あ
る
。
高
給
取
り
が
よ
り
多
く
拠
出
す
る
た
め
に
は
、
一
般
従
業
員
も
制
度
に
加
入
さ
せ
、
一
定
程
度
以
上
の
掛
金
拠
出
を
促

す
必
要
が
あ
る
。
企
業
側
の
み
が
掛
金
を
拠
出
す
る
他
の
種
類
の
制
度
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
規
制
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
、
企
業
年
金
を
高
給
取
り
の
幹
部
の
租
税
回
避
の
た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
手
法
が
み
ら

れ
て
は
い
た
が
、
戦
時
期
で
税
率
が
上
昇
し
た
こ
と
で
そ
れ
が
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。
企
業
年
金
に
税
制
優
遇
を
与
え
た
の
は
、

そ
れ
が
制
度
の
実
施
を
促
し
、
従
業
員
の
福
祉
が
向
上
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
部
の
高
給
取
り
の
み
を
対

象
と
す
る
制
度
は
そ
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
税
当
局
の
懸
念
に
対
処
す
る
た
め
、
議
会
は
一
九
四
二
年
に
差
別
禁
止
ル
ー
ル
を
定
立
し
た
。
従
業
員
の
一
定
割
合

以
上
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
高
給
取
り
等
と
の
関
係
で
差
別
的
で
な
い
と
い
え
る
区
分
の
基
準
を
満
た
す
従
業
員
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
（
最
低
適
用
範
囲
要
件
）、
及
び
、
一
般
従
業
員
に
は
わ
ず
か
な
給
付
だ
け
提
供
し
て
最
低
適
用
範
囲
要
件
を
潜
脱
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
掛
金
と
給
付
に
つ
い
て
も
高
給
取
り
等
と
の
関
係
で
差
別
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
定
め
た
。
そ
の
後

細
か
い
修
正
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
れ
が
現
在
の
ル
ー
ル
に
つ
な
が
る（

（1
（

。

　

要
す
る
に
こ
の
規
制
は
、
一
般
従
業
員
に
も
あ
る
程
度
税
制
優
遇
の
恩
恵
を
享
受
さ
せ
な
い
と
、
高
給
取
り
も
十
分
な
税
制
優
遇

を
受
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
で
、
一
般
従
業
員
の
制
度
加
入
促
進
や
拠
出
率
引
き
上
げ
を
狙
っ
た
措
置
で
あ
る
。

（
3
）
厚
生
年
金
基
金
に
お
け
る
不
当
差
別
禁
止
規
定

　

厚
生
年
金
基
金
制
度
の
創
設
を
提
言
し
た
社
会
保
険
審
議
会
の
答
申
（
一
九
六
六
年
九
月
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ

ァ
部
分
に
つ
き
、
給
付
に
つ
い
て
の
差
別
は
客
観
的
基
準
に
基
づ
く
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
特
定
の
者
を
不
当
に
取
扱
う
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
制
度
成
立
当
時
の
厚
生
年
金
基
金
令
一
九
条
に
、
給
付
に
つ
い
て

の
不
当
差
別
禁
止
規
定
が
定
め
ら
れ
、
掛
金
に
つ
い
て
も
同
様
に
三
二
条
に
規
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
加
入
員
資
格
に
つ
い
て
は
法
令
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上
に
定
め
は
な
く
、
自
主
審
査
要
領
の
レ
ベ
ル
で
の
み
規
定
さ
れ
た
。

　

非
正
規
労
働
者
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
加
算
型
の
加
算
部
分
に
つ
い
て
は
、
役

員
、
嘱
託
、
臨
時
工
等
、
勤
続
年
数
が
短
い
者
は
、
一
定
の
加
入
期
間
を
必
要
と
す
る
年
金
制
度
に
な
じ
み
に
く
い
の
で
、
加
入
員

と
し
な
い
こ
と
も
や
む
を
得
な
い（

（1
（

。
ま
た
給
付
に
つ
い
て
は
、
公
的
性
格
を
有
し
て
い
る
以
上
、
す
べ
て
の
加
入
員
に
つ
い
て
公
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
員
加
入
で
個
人
的
選
択
の
余
地
の
な
い
も
の
な
の
で
、
特
定
の
者
に
つ
い
て
不
当
に
差
別
的
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い（

（1
（

と
し
つ
つ
、
雇
用
条
件
等
労
働
の
実
態
に
即
し
た
差
別
は
、
社
会
通
念
上
過
度
に
わ
た
ら
な
い
か
ぎ
り
、
合
理
的
な
も
の

と
解
釈
す
べ
き
、
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
掛
金
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
学
歴
・
職
階
等
に
よ
る
差
別
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
常
用
員

と
臨
時
員
な
ど
は
客
観
的
に
妥
当
な
グ
ル
ー
プ
区
分
と
な
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

（
4
）
ま
と
め

　

米
国
法
の
差
別
禁
止
ル
ー
ル
は
、
税
制
優
遇
に
よ
っ
て
企
業
年
金
の
実
施
を
促
し
、
し
か
し
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
高
給
取
り
だ
け
で

な
く
一
般
従
業
員
に
も
あ
る
程
度
享
受
さ
せ
よ
う
と
い
う
規
制
で
あ
る
と
い
え
る
。
あ
く
ま
で
任
意
の
制
度
で
あ
る
企
業
年
金
の
恩

恵
を
一
般
従
業
員
に
ま
で
及
ぼ
す
に
は
、
企
業
年
金
を
実
施
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
立
場
に
あ
る
高
給
取
り
の
幹
部
、
す
な
わ
ち

企
業
経
営
者
に
と
っ
て
の
よ
り
大
き
い
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

元
々
高
給
従
業
員
の
た
め
の
節
税
対
策
と
し
て
始
ま
っ
た
企
業
年
金
の
税
制
優
遇
の
度
合
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
米
国

の
こ
の
ル
ー
ル
が
、
適
格
年
金
制
度
創
設
時
に
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
が
「
横
す
べ
り
」
で
厚
生
年
金
基
金
制
度
で
も
採
用
さ
れ
、
現
在

の
Ｄ
Ｂ
法
と
Ｄ
Ｃ
法
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
日
本
の
企
業
年
金
制
度
は
、
高
度
成
長
期
に
賃
金
が
上
昇
し
、
結
果
退
職
金
も
負
担
も
上
昇
し
た
た
め
、
税
制
優
遇
措
置

を
要
望
す
る
声
が
日
経
連
や
信
託
銀
行
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
か
ら
上
が
り
、
こ
れ
を
受
け
て
一
九
六
二
年
の
法
人
税
法
及
び
所
得
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税
法
改
正
に
よ
り
適
格
退
職
年
金
制
度
の
創
設
に
至
る
と
い
う
経
緯
で
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
年
後
に
厚
生
年
金
基
金
制

度
が
誕
生
し
、
現
在
は
Ｄ
Ｂ
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
時
代
に
な
っ
た
が
、
基
本
的
な
枠
組
み
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
結
局
、
そ
の
成
り

立
ち
か
ら
現
在
ま
で
、
基
本
的
発
想
と
し
て
、
企
業
年
金
は
退
職
金
制
度
の
変
型
、
い
や
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
退
職
金
は
、
基
本
的
に
は
（
正
社
員
た
る
）
全
従
業
員
の
も
の
で
あ
っ
た
。
経
営
者
た
る
高
給
取
り
の
幹
部
が
な
ん
と
か

得
を
し
よ
う
と
い
う
発
想
は
、
少
な
く
と
も
退
職
金
に
関
し
て
は
な
か
っ
た
。
ま
た
日
本
で
は
そ
も
そ
も
幹
部
従
業
員
と
一
般
従
業

員
の
賃
金
格
差
は
米
国
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
の
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
は
、
輸
入
さ
れ
た
文
言
だ
け
が
ひ
と
り
歩
き
し
、
何
を
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
規
制
す

る
も
の
な
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
的
年
金
制
度
の
「
上
乗
せ
」
と
し
て
の
公
的
な
仕
組
み
で
あ
る

以
上
公
平
な
制
度
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
、
誰
も
否
定
で
き
な
い
、
し
か
し
実
は
そ
の
中
身
は
は
っ
き
り
し
な
い
、
漠
然

と
し
た
ル
ー
ル
と
し
て
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た
。

　

他
方
で
、
日
本
に
は
米
国
と
は
別
の
タ
イ
プ
の
「
差
別
」
問
題
が
あ
っ
た
。
非
正
社
員
は
元
々
退
職
金
制
度
の
枠
外
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
退
職
金
は
企
業
年
金
に
形
を
変
え
た
が
、
こ
の
正
規
・
非
正
規
の
格
差
も
、
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
「
不
当
に
差
別
的
」
と

い
う
文
言
に
抵
触
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
元
々
の
制
度
の
成
り
立
ち
が
退
職
金
で
あ
る
以
上
、
退
職
金
制
度
上
当
然
と

さ
れ
る
線
引
き
は
尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
原
則
的
に
は
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
の
適
用
場
面
と
し
つ
つ
、
元
の
労
働
契

約
に
お
い
て
労
働
条
件
が
大
き
く
異
な
り
、
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
従
業
員
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
不
当
差
別
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

5　

小
括

　

法
令
の
定
め
と
（
や
や
混
乱
気
味
の
）
行
政
解
釈
を
、
実
務
上
の
取
扱
い
も
踏
ま
え
て
で
き
る
だ
け
整
合
的
に
解
釈
す
る
と
、
正
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規
・
非
正
規
労
働
者
間
で
企
業
年
金
制
度
の
加
入
資
格
や
給
付
・
掛
金
に
差
を
設
け
る
こ
と
に
関
す
る
現
行
の
ル
ー
ル
は
、
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
事
業
主
は
、
規
約
で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
協
約
等
に
お
い
て
正
規
従
業
員
と
区
別
さ
れ
た
非
正
規
従
業
員
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
が
「
不
当
に
差
別
的
」
で
な
い
か
ぎ
り
、
企
業
年
金
制
度
の
加
入
対
象
者
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
不
当
に
差
別
的
」
で
な
い
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
代
替
措
置
と
し
て
、
当
該
制
度
の
加
入
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
非
正
規
従
業
員
に
つ
き
、
他
の
企
業
年
金
制
度
等
が
適
用
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
非
正
規
従
業
員
の
労
働
条
件
が
、
正
規
従
業
員
と
「
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
」
場
合
に
は
、
他
の
制
度
の
適
用
が
な
く
て
も
よ

い
。
も
っ
と
も
「
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
」
か
否
か
の
判
断
基
準
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

次
に
、
非
正
規
従
業
員
を
正
規
従
業
員
と
同
様
に
制
度
の
加
入
者
と
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
合
理
的
理
由
が
あ
れ
ば
、
な
お
給

付
や
掛
金
の
水
準
に
つ
い
て
差
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
合
理
的
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
労
働
協
約
等

に
お
い
て
、
非
正
規
労
働
者
の
給
与
や
退
職
金
な
ど
の
労
働
条
件
が
、
正
規
従
業
員
と
は
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
ま
で
差
を
つ
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
入
資
格
に
つ
い
て
も
給
付
・
掛
金
に
つ
い
て
も
、「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
基
本
的
な
考

え
方
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
も
っ
と
も
、
具
体
的
に
そ
の
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
れ
ば
よ
い
の
か
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い（

（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
基
準
が
曖
昧
な
部
分
も
多
い
が
、
す
べ
て
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
労
働
協
約
等
の
定
め
、
す
な
わ
ち
元
の
―
―

正
確
に
言
え
ば
、
制
度
実
施
者
た
る
使
用
者
と
そ
の
加
入
者
た
る
従
業
員
と
の
間
の
―
―
労
働
契
約
に
お
け
る
差
異
の
尊
重
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
元
の
労
働
契
約
に
お
い
て
非
正
規
従
業
員
が
正
規
従
業
員
と
別
個
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
企
業
年
金
制
度
に
お
け
る
加
入
資
格
に
つ
い
て
も
ま
た
給
付
・
掛
金
に
つ
い
て
も
、
別
個
の
扱
い
（
加
入
資
格
を
与
え
な
い
、
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給
付
・
掛
金
を
低
い
水
準
と
す
る
）
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企
業
年
金
の
オ
リ
ジ
ン
が
退
職
金
で
あ
り
、

現
在
で
も
な
お
そ
の
性
格
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
ご
く
当
然
の
ル
ー
ル
と
も
い
え
る
。
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
は
、

米
国
の
差
別
禁
止
ル
ー
ル
に
な
ら
っ
て
立
法
化
さ
れ
た
が
、
企
業
年
金
の
起
源
で
あ
る
退
職
金
を
重
要
な
構
成
要
素
と
す
る
日
本
的

雇
用
慣
行
と
大
き
な
摩
擦
が
生
じ
な
い
形
に
変
容
し
た
と
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
労
働
法
側
」
の
理
屈
で
あ
り
、
結
局
は
契
約
自
由
の
原
則
の
尊
重
で
あ
る
。「
企
業
年
金
側
」
で

は
そ
れ
と
は
違
う
ル
ー
ル
で
い
く
、
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
え
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
労
働
法
側
の
要
請
が

強
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
企
業
年
金
側
に
明
確
な
理
屈
が
な
か
っ
た
、
理
論
が
弱
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

さ
れ
る
。
母
法
と
も
い
う
べ
き
米
国
法
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
高
給
取
り
に
対
す
る
過
度
な
税
優
遇
の
防
止
、
と
い
う
税
法
上
の
理

屈
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
ル
ー
ル
を
輸
入
し
た
日
本
で
は
そ
の
要
請
が
そ
こ
ま
で
強
く
な
く
、
労
働
法
側
の
理
屈
を
排
除
す
る
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か（

（2
（

。

　

し
か
し
状
況
は
そ
の
後
一
変
す
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
制
定
・
強
化
、
労
働
契
約
法
二
〇
条
の
成
立
、
そ
し
て
「
働
き
方

改
革
」
に
よ
る
パ
ー
ト
有
期
法
の
制
定
に
よ
り
、「
元
の
労
働
契
約
」
に
お
い
て
正
規
・
非
正
規
の
労
働
条
件
に
差
を
つ
け
る
こ
と

が
も
は
や
全
く
自
由
で
は
な
く
な
っ
た
。
要
す
る
に
、
元
の
労
働
契
約
で
異
な
る
扱
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
企
業
年
金
で
も
異

な
る
扱
い
を
し
て
よ
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
が
、
そ
の
元
の
労
働
契
約
で
の
異
な
る
扱
い
が
違
法
と
さ
れ
う

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
元
の
労
働
契
約
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
以
下
で
概
観
す
る
。
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Ⅲ　

パ
ー
ト
有
期
法
と
企
業
年
金

1　
「
待
遇
」
該
当
性

　

パ
ー
ト
有
期
法
の
企
業
年
金
へ
の
適
用
の
可
否
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
そ
も
そ
も
各
企
業
年
金
制
度
が
パ
ー
ト
有
期
法

の
規
制
対
象
た
る
「
待
遇
」
に
該
当
す
る
の
か
ど
う
か
を
整
理
す
る
。

　

パ
ー
ト
有
期
法
八
条
及
び
九
条
は
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者
の
間
の
「
待
遇
」
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
相

違
や
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
す
る
（
均
等
・
均
衡
待
遇
原
則
）。
そ
の
立
法
趣
旨
は
、
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確

保
等
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

こ
こ
で
い
う
「
待
遇
」
は
、
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
の
み
な
ら
ず
、
解
雇
・
配
転
・
懲
戒
処
分
等
の
個
別
的
な
人
事

上
の
措
置
も
含
む
と
さ
れ
る（

（2
（

。
で
は
企
業
年
金
制
度
は
こ
こ
で
い
う
「
待
遇
」
に
該
当
す
る
か
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
事
業
主
た
る

使
用
者
が
、
そ
の
従
業
員
た
る
加
入
者
の
た
め
に
、
そ
の
労
働
の
対
価
と
し
て
開
始
す
る
制
度
で
あ
り
、
実
質
的
に
「
待
遇
」
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
法
的
に
も
そ
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）
基
金
型
Ｄ
Ｂ
の
場
合

　

基
金
型
Ｄ
Ｂ
制
度
は
、
事
業
主
が
開
始
す
る
（
Ｄ
Ｂ
法
三
条
一
項
）
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
制
度
運
営
は
使
用
者
と
は
別
個

独
立
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
る
企
業
年
金
基
金
が
担
う
。
給
付
を
「
行
う
」
の
も
基
金
で
あ
る
（
同
二
九
条
一
項
カ
ッ
コ
書
き
）。

制
度
の
運
営
主
体
が
使
用
者
で
な
い
以
上
、
加
入
資
格
決
定
、
掛
金
徴
収
、
給
付
の
支
給
な
ど
の
措
置
を
こ
こ
で
い
う
「
待
遇
」
と

み
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
仮
に
「
待
遇
」
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
事
業
主
は
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
制
度
に
非
正
規
労
働
者
と
の
関
係
で
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不
合
理
な
部
分
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
改
善
を
図
る
法
的
義
務
を
負
う
が
、
そ
の
た
め
の
規
約
変
更
に
は
労
使
同
数
の
代
表
で
構
成

さ
れ
る
代
議
員
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
（
同
一
八
条
三
項
、
一
九
条
一
項
一
号
）。
基
金
の
理
事
長
は
使
用
者
側
選
定
代
議
員
が
務

め
る
（
同
二
一
条
三
項
）
が
、
使
用
者
の
独
断
で
規
約
変
更
は
で
き
な
い
。

　

実
質
的
に
労
働
条
件
改
善
に
つ
な
が
る
の
だ
か
ら
労
使
合
意
を
取
る
の
は
難
し
く
な
い
の
で
は
、
と
い
う
反
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
、
い
わ
ゆ
る
受
託
者
責
任
の
問
題
が
立
ち
は
だ
か
る
。
基
金
の
理
事
は
、
基
金

の
た
め
忠
実
に
そ
の
業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
七
〇
条
）。
こ
こ
で
「
基
金
の
た
め
」
と
は
、
加
入
者
・
受
給
者
の

利
益
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
母
体
企
業
の
利
益
を
図
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
基
金
の
理
事
が
、
母
体
企
業
の
従
業
委
員
の

待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
は
、
基
金
の
た
め
と
言
え
る
か
微
妙
で
あ
る
。
現
役
の
従
業
員
で
あ
る
「
加
入
者
」
の
た

め
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
は
利
益
状
況
が
相
反
す
る
可
能
性
も
あ
る
「
受
給
者
」
の
た
め
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ

う
。

　

こ
れ
に
加
え
、
総
合
型
あ
る
い
は
連
合
型
の
制
度
、
す
な
わ
ち
他
企
業
と
共
同
で
基
金
型
Ｄ
Ｂ
制
度
を
実
施
し
て
い
る
場
合
ま
で

考
え
る
と
、
問
題
は
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
。
特
定
の
あ
る
企
業
の
現
役
従
業
員
に
関
す
る
不
合
理
な
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
規
約

変
更
が
、
基
金
全
体
の
加
入
者
や
受
給
者
の
利
益
の
た
め
の
行
動
と
言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
制
度
を
パ
ー
ト
有
期
法
に
い
う
「
待
遇
」
と
み
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い（

（2
（

。

（
2
）
規
約
型
Ｄ
Ｂ

　

規
約
型
Ｄ
Ｂ
は
、
事
業
主
が
そ
の
従
業
員
の
た
め
に
開
始
し
（
Ｄ
Ｂ
法
三
条
一
項
）、
基
金
型
と
は
異
な
り
給
付
を
「
行
う
」（

（2
（

（
同

二
九
条
）
な
ど
そ
の
後
の
制
度
運
営
も
す
べ
て
事
業
主
が
行
う
制
度
で
あ
る
。
そ
の
給
付
は
労
働
契
約
上
の
労
働
条
件
の
一
部
を
構

成
し
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
制
度
は
全
体
と
し
て
パ
ー
ト
・
有
期
法
に
い
う
「
待
遇
」
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う（

（2
（

。
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（
3
）
企
業
型
Ｄ
Ｃ

　

企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
、
事
業
主
が
開
始
し
（
Ｄ
Ｃ
法
三
条
一
項
）、
掛
金
の
拠
出
（
同
一
九
条
一
項
）
な
ど
そ
の
後
の
制
度
運
営
も
事
業

主
が
行
う
。
受
託
者
責
任
の
規
定
は
あ
る
（
同
四
三
条
一
項
）
が
、
積
立
金
の
運
用
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
受
給
者
と
い
う
概
念
も

存
在
し
な
い（

（2
（

た
め
、
前
述
し
た
Ｄ
Ｂ
制
度
の
よ
う
な
利
益
相
反
状
況
は
存
在
し
な
い
。
総
合
型
・
連
合
型
の
制
度
は
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に

つ
い
て
も
存
在
す
る
が
、
Ｄ
Ｂ
制
度
と
は
異
な
り
、
意
思
決
定
を
共
同
で
行
う
と
い
う
よ
り
は
、
効
率
化
の
た
め
に
共
通
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
制
度
運
営
を
す
る
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
制
度
に
お
け
る

掛
金
の
拠
出
や
加
入
資
格
の
決
定
な
ど
の
措
置
は
パ
ー
ト
有
期
法
に
い
う
「
待
遇
」
に
該
当
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
4
）
内
枠
方
式
の
場
合

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
及
び
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
給
付
や
掛
金
等
は
パ
ー
ト
有
期
法
に
い
う

「
待
遇
」
に
該
当
す
る
が
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
の
給
付
な
ど
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
内
枠
方

式
（
（3
（

、
す
な
わ
ち
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
退
職
金
制
度
の
枠
内
に
外
部
積
立
型
の
企
業
年
金
制
度
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
の
給
付
な
ど
も
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
「
待
遇
」
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
5
）
小
括

　

結
局
、
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
も
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
も
、
直
接
的
に
（
規
約
型
Ｄ
Ｂ
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
）
あ
る
い
は
間
接
的
に
（
内
枠
方

式
の
基
金
型
Ｄ
Ｂ
）、
パ
ー
ト
有
期
法
の
均
等
・
均
衡
待
遇
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
外
枠
方
式
の
基
金
型
Ｄ
Ｂ
に
つ

い
て
も
、
パ
ー
ト
有
期
法
の
均
等
・
均
衡
待
遇
原
則
を
及
ぼ
す
べ
き
「
待
遇
」
と
し
て
の
性
格
を
実
質
的
に
は
有
し
て
い
る
。
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2　

現
行
法
制
の
概
要
と
企
業
年
金
制
度
へ
の
あ
て
は
め

　

以
上
の
よ
う
な
整
理
を
前
提
に
、
企
業
年
金
に
お
け
る
正
規
・
非
正
規
従
業
員
の
格
差
が
パ
ー
ト
有
期
法
上
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
も
っ
と
も
、
企
業
年
金
が
直
接
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
は
（
パ
ー
ト
有
期
法
の
「
前
身
」
で
あ
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
労
働
契
約
法
旧
二
〇
条
に
つ
い
て
の
も
の
を
含
め
）
未
だ
存
在
し
な
い
の
で
、
以
下
は
あ
く
ま
で
も
思
考
実
験

（
も
し
く
は
「
頭
の
体
操
」
？
）
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
不
合
理
な
相
違
の
禁
止
（
均
衡
待
遇
）

　

事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
基
本
給
、
賞
与
そ
の
他
の
待
遇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
当
該
待
遇

に
対
応
す
る
通
常
の
労
働
者
の
待
遇
と
の
間
に
お
い
て
、
当
該
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
及
び
通
常
の
労
働
者
の
、
①
業
務
の
内

容
及
び
当
該
業
務
に
伴
う
責
任
の
程
度
（
職
務
の
内
容
）、
②
当
該
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
、
③
そ
の
他
の
事
情
の
う

ち
、
当
該
待
遇
の
性
質
及
び
当
該
待
遇
を
行
う
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
考
慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る

相
違
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
（
短
有
労
八
条
）。
①
に
は
従
業
員
が
実
際
に
従
事
す
る
業
務
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
責
任

の
程
度
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
②
は
た
と
え
ば
人
事
異
動
の
有
無
や
範
囲
な
ど
、
③
は
た
と
え
ば
労
使
交
渉
の
経
緯
な
ど
を
意
味
す
る（

（3
（

。

　

実
際
の
判
断
で
は
、
通
常
の
労
働
者
（
正
社
員
）
と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
（
非
正
社
員
）
と
の
間
で
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
待
遇
の
趣
旨
・
目
的
を
踏
ま
え
て
、
①
②
③
の
差
異
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
当
該
待
遇
の
格
差
が
不
合
理
か
否
か
を
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。
要
は
「
不
合
理
」
か
否
か
と
い
う
抽
象
的
な
基
準
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
結
局
は
個
別
の
ケ
ー
ス
ご
と
の
判
断
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
当
該
企
業
年
金
制
度
と
い
う
待
遇
の
趣
旨
・
目
的
の
確
定
が
必
要
に
な
る（

（3
（

。
一
般
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
従
業
員

の
老
後
所
得
の
確
保
の
た
め
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
、
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
従
業
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員
に
老
後
が
訪
れ
る
以
上
、
差
を
つ
け
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
最
高
裁
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
有
期
雇
用
の
契
約
社
員
を
退
職
金
制
度
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
労
働

契
約
法
（
旧
）
二
〇
条
違
反
と
な
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
不
合
理
な
待
遇
の
格
差
が
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と

判
断
し
た（

（3
（

。
正
社
員
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
で
き
る
人
材
の
確
保
・
定
着
が
こ
の
会
社
の
退
職
金
制
度
の
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
配
置
転
換
さ
れ
な
が
ら
継
続
的
に
就
労
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
正
社
員
に
退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
職
務
の
内
容
や
異
動
の
有
無
な
ど
に
つ
き
「
一
定
の
相
違
」
が
あ
る
契
約
社
員
に
支
給
さ
れ
な
く
て
も
不
合
理
と
は

い
え
な
い
、
と
い
う
の
が
最
高
裁
の
理
屈
で
あ
る
。
要
は
、
正
社
員
の
た
め
に
作
っ
た
制
度
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
以
上
に
制
度
の

趣
旨
・
目
的
が
精
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
れ
ば
、
企
業
年
金
も
元
は
退
職
金
で
あ

り
、
正
社
員
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
で
き
る
人
材
の
確
保
・
定
着
の
た
め
に
正
社
員
だ
け
に
用
意
し
た
待
遇
で
あ
る
、
と
い
う
理
屈

が
と
お
り
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
非
正
社
員
へ
の
企
業
年
金
制
度
不
適
用
や
、
給
付
・
掛
金
に
お
け
る
格
差
が
不
合
理
と
さ
れ
る

可
能
性
は
か
な
り
低
く
な
る
。

（
2
）
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
（
均
等
待
遇
）

　

事
業
主
は
、
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
基
本
給
、
賞
与
そ
の
他
の
待
遇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
短
有
労
九
条
）。

「
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
」
と
は
、
職
務
の
内
容
が
通
常
の
労
働
者
と
同
一
で
あ
り
、
当
該
事

業
所
に
お
け
る
慣
行
そ
の
他
の
事
情
か
ら
み
て
、
当
該
事
業
主
と
の
雇
用
関
係
が
終
了
す
る
ま
で
の
全
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
職
務

の
内
容
及
び
配
置
が
当
該
通
常
の
労
働
者
の
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
と
同
一
の
範
囲
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
（
同
条
）。
要
す
る
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
あ
る
い
は
有
期
雇
用
の
非
正
社
員
だ
が
や
っ
て
い
る
仕
事
も
責
任
も
正
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社
員
と
同
じ
、
異
動
の
有
無
も
範
囲
も
常
に
同
じ
、
と
い
う
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
者
た
る

正
社
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る
企
業
年
金
制
度
を
非
正
社
員
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
適
用
し
な
い
と
か
、
掛
金
や
給
付
に
差
を
つ
け
る

と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
右
記
の
定
義
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
定
義
は
か
な
り

狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
も
そ
も
こ
れ
を
満
た
す
事
案
自
体
が
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
説
明
義
務

　

事
業
主
は
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
①
当
該
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者

と
の
間
の
待
遇
の
相
違
の
内
容
及
び
理
由
、
及
び
②
パ
ー
ト
有
期
法
六
条
か
ら
一
三
条
に
よ
り
措
置
を
講
ず
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
事

項
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条

二
項
）。
し
た
が
っ
て
（「
待
遇
」
に
あ
た
る
）
企
業
年
金
に
関
し
て
も
、
求
め
が
あ
れ
ば
「
な
ぜ
非
正
規
に
は
適
用
が
な
い
の
か
」

な
ど
の
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
求
め
が
い
つ
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
以
上
、
企
業
年
金
制
度
を
実
施
す
る
事
業
主
は
、
自
社

の
企
業
年
金
制
度
の
趣
旨
・
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
、
な
ぜ
非
正
社
員
に
は
適
用
が
な
い
の
か
な
ど
の
点
を
合
理
的
に
説
明
で
き

る
よ
う
「
理
論
武
装
」
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

3　

小
括

　

以
上
、
現
行
法
上
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
は
パ
ー
ト
有
期
法
に
い
う
待
遇
と
は
言
え
な
い
が
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
及
び
企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
待
遇
に

該
当
す
る
。
待
遇
に
お
け
る
不
合
理
な
相
違
の
禁
止
や
、
説
明
義
務
の
規
制
は
、
前
者
に
は
及
ば
な
い
が
、
後
者
に
は
及
ぶ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
そ
れ
が
法
的
な
限
界
と
な
る
が
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
が
実
質
的
に
は
使
用
者
が
労
働
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者
の
た
め
に
労
働
の
対
価
と
し
て
実
施
す
る
待
遇
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
そ
の
性
格
は
規
約
型
Ｄ

Ｂ
ま
た
企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
も
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
パ
ー
ト
有
期
法
の
趣
旨
に
鑑
み
る
に
、
同
法
の
目
的
、
す
な
わ
ち
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
に
よ

り
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
が
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
対
象
か
ら
、
共
通
の
性
格
を
持
つ

企
業
年
金
の
う
ち
基
金
型
Ｄ
Ｂ
だ
け
を
外
す
の
が
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
外
す
と
な
れ
ば
法
の
目
的
が
完
全
に
は
達
成
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
考
え
れ
ば
、
た
と
え
ば
パ
ー
ト
有
期
法
の
類
推
適
用
の
可
能
性
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
、

企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
全
く
同
じ
規
制
を
及
ぼ
さ
な
い
ま
で
も
、
要
は
事
実
上
同
じ
形
で
基
金
型
Ｄ
Ｂ
に
も
法
の
保
護
が
及
べ
ば
よ
い
と
も

言
え
る
。
以
下
の
Ⅳ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
も
踏
ま
え
て
今
後
の
検
討
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

Ⅳ　

ま
と
め
に
か
え
て
―
―
今
後
の
検
討
課
題

1　

パ
ー
ト
有
期
法
の
今
後
―
―
解
釈
論
と
し
て
の
限
界
と
、
そ
れ
な
り
の
着
地
点

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
現
行
法
下
で
は
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
パ
ー
ト
有
期
法
に
い
う
「
待
遇
」
に
該
当
す
る
が
、
基

金
型
Ｄ
Ｂ
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
規
約
型
Ｄ
Ｂ
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
は
正
規
・
非
正
規
労

働
者
間
で
不
合
理
な
格
差
を
つ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
縛
り
は
か
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
大
き
な
不
都
合
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
第
一

に
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
も
内
枠
方
式
の
場
合
は
間
接
的
に
は
「
待
遇
」
の
一
部
を
な
す
の
で
、
そ
の
か
ぎ
り
で
パ
ー
ト
有
期
法
が
適
用
さ
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れ
る
。
第
二
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
も
実
質
的
に
「
待
遇
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
パ
ー
ト
有
期
法
の
類

推
適
用
に
よ
っ
て
実
質
的
に
法
的
救
済
を
及
ぼ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
は
「
待
遇
」
で
は
な
い
の

で
そ
れ
自
体
の
不
合
理
性
が
法
的
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
当
該
企
業
の
従
業
員
に
つ
い
て
の
退
職
給
付
制
度
の
一
部
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
退
職
給
付
制
度
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
格
差
が
何
ら
か
の
形
で
問
題
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、

基
金
型
Ｄ
Ｂ
の
給
付
や
制
度
の
中
身
が
、
パ
ー
ト
有
期
法
八
条
に
い
う
「
そ
の
他
の
事
情
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
う
る
。
た
と
え
ば
、

非
正
規
従
業
員
に
退
職
金
が
な
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
場
合
に
、
正
社
員
は
退
職
金
が
あ
る
だ
け
で
な
く
さ
ら
に
基
金
型
Ｄ
Ｂ
も

あ
る
、
あ
る
い
は
逆
に
、
非
正
規
に
は
（
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
稀
だ
ろ
う
が
）
退
職
金
は
な
い
が
基
金
型
Ｄ
Ｂ
は
あ
る
、
な
ど
と
い

う
よ
う
な
事
情
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
他
の
事
情
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
典
型
的
に
は

労
使
交
渉
の
経
緯
な
ど
で
あ
る
が
、
法
的
に
は
「
待
遇
」
で
は
な
い
が
実
質
的
に
は
「
待
遇
」
で
あ
る
も
の
（
す
な
わ
ち
基
金
型
Ｄ

Ｂ
）
の
存
在
を
考
慮
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
べ
き
理
由
は
な
い
。

　

要
す
る
に
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
だ
け
が
「
待
遇
」
で
な
い
と
い
う
解
釈
は
や
や
居
心
地
の
悪
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
そ

の
居
心
地
の
悪
さ
は
実
質
的
に
は
緩
和
さ
れ
る
―
―
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
な
い
で
や
り
過
ご
せ
る
―
―
の
で
、
実
際
上
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2　

不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
の
今
後
―
―
立
法
的
解
決
の
方
向
性

　

前
述
の
よ
う
に
、
現
行
Ｄ
Ｂ
法
・
Ｄ
Ｃ
法
及
び
そ
の
行
政
解
釈
は
、
厳
格
な
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
を
定
め
つ
つ
、「
元
の
労
働

契
約
」
で
（
労
働
条
件
の
大
き
く
異
な
る
）「
非
正
規
」
従
業
員
と
扱
わ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ル
ー
ル
の
適
用
対
象
外
と

す
る
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
元
の
労
働
契
約
に
お
け
る
正
規
・
非
正
規
従
業
員
間
の
格
差
を
、
そ
の
ま
ま
企
業
年
金
制
度

に
も
及
ぼ
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
元
の
労
働
契
約
に
お
い
て
正
規
・
非
正
規
で
待
遇
に
差
を
つ
け
る
こ
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と
は
契
約
自
由
の
原
則
の
範
疇
の
問
題
と
し
て
適
法
で
あ
り
、
か
つ
企
業
年
金
制
度
に
お
い
て
も
そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
企
業
年
金
の
形
は
取
っ
て
い
る
が
そ
の
実
質
は
退
職
金
で
あ
り
、
元
の
労
働
契
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
重
要

な
労
働
条
件
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
に
立
つ
ル
ー
ル
と
い
え
る
。

　

し
か
し
現
行
法
下
で
は
、
均
等
・
均
衡
待
遇
原
則
の
下
、
元
の
労
働
契
約
に
お
け
る
待
遇
差
自
体
が
違
法
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
元
の
労
働
契
約
で
「
非
正
規
」
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
企
業
年
金
側
の
格
差
は
す
べ
て
正

当
化
さ
れ
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
を
維
持
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
行
法
の
仕
組
み
の
見
直
し
は
必
須
で
あ
る
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
ま
ず
、
不
当
差
別
か
否
か
の
判
断
を
「
元
の
労
働
契
約
」
に
委
ね
る
と
い
う
仕
組
み
は
見
直

す
必
要
が
あ
る
。
元
の
労
働
契
約
に
お
け
る
正
規
・
非
正
規
間
の
不
合
理
な
格
差
は
、
均
等
・
均
衡
待
遇
原
則
の
下
で
違
法
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
判
断
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
不
合
理
か
否
か
の
判
断
基
準
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
し
、
今
後
も

よ
り
ク
リ
ア
に
な
る
こ
と
は
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。
結
局
そ
れ
は
、
各
労
働
契
約
に
つ
い
て
の
個
別
判
断
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

他
方
で
、
企
業
年
金
法
に
お
け
る
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
は
、
規
約
の
承
認
や
認
可
な
ど
、
全
国
の
行
政
の
窓
口
で
、
画
一
的
に

手
続
を
進
め
る
際
に
用
い
ら
れ
る
基
準
で
あ
る
。
そ
れ
を
元
の
労
働
契
約
に
お
け
る
待
遇
差
の
不
合
理
性
、
と
い
う
つ
か
み
所
の
な

い
も
の
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
。
企
業
年
金
法
の
中
で
完
結
す
る
、
明
確
な
基
準
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が

完
成
し
た
ら
、
企
業
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
パ
ー
ト
有
期
法
を
適
用
し
な
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
に
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
企
業
年
金
法
制
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
以
下
の
二
つ
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
と
い
う
問
題

に
な
る
。
一
つ
は
、
企
業
年
金
は
退
職
金
で
あ
り
「
労
働
条
件
」
で
あ
る
、
と
い
う
元
々
の
「
出
自
」
を
な
お
重
視
す
る
立
場
で
あ

る
。
そ
の
場
合
は
、
元
の
労
働
契
約
で
の
取
扱
い
を
な
お
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
パ
ー
ト
有
期
法
自
体
は
適
用
除
外
と
し
つ

つ
、
そ
れ
と
同
様
の
規
制
が
（
現
行
法
で
は
「
待
遇
」
に
該
当
し
な
い
基
金
型
Ｄ
Ｂ
も
含
め
）
企
業
年
金
制
度
全
体
に
及
ぶ
よ
う
に
措

置
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
明
確
な
基
準
づ
く
り
」
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
―
―
そ
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こ
で
参
照
さ
れ
る
べ
き
パ
ー
ト
有
期
法
の
基
準
が
「
明
確
」
で
な
い
以
上
は
。

　

も
う
一
つ
は
、
企
業
年
金
は
「
退
職
金
」
と
い
う
出
自
と
は
決
別
し
、
国
民
の
老
後
所
得
の
確
保
と
い
う
役
割
を
担
う
仕
組
み
に

変
わ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
少
子
・
高
齢
化
に
全
く
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
今
後
の
公
的
年
金
給
付
が
「
頭
打

ち
」
な
の
が
確
実
で
あ
る
以
上
、
企
業
年
金
は
公
的
年
金
と
相
ま
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
老
後
所
得
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
躍
を
担
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
正
規
で
も
非
正
規
で
も
、
老
後
所
得
確
保
の
必
要
性
は
等
し
く
同
様
で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
非
正
規
労
働
者
の
方

が
よ
り
必
要
性
は
高
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
元
の
労
働
契
約
で
の
格
差
を
そ
の
ま
ま
企
業
年
金
に
移
行
す
る
こ
と
を
認

め
る
現
行
の
法
令
解
釈
通
知
は
す
べ
て
廃
止
し
、
法
令
の
本
則
ど
お
り
に
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
を
適
用
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

た
だ
、
副
作
用
も
あ
り
う
る
。
要
す
る
に
こ
れ
は
、
企
業
が
内
部
留
保
型
の
退
職
金
で
は
な
く
税
制
優
遇
の
あ
る
企
業
年
金
制
度

の
実
施
を
選
択
し
た
以
上
、
よ
り
厳
格
な
不
当
差
別
禁
止
規
制
に
服
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
企
業
と
し
て
は
、
そ

れ
で
あ
れ
ば
規
制
の
緩
い
退
職
金
に
戻
り
ま
す
、
と
い
う
選
択
も
で
き
て
し
ま
う
。
新
し
く
企
業
年
金
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
い
う

意
欲
も
殺
が
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
の
老
後
所
得
を
よ
り
確
実
に
確
保
す
る
た
め
の
規
制
強
化
が
、
全
く
逆
の
帰
結

を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
―
―
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、
任
意
の
制
度
で
あ
る
企
業
年
金
に
常
に
伴

う
ジ
レ
ン
マ
な
の
だ
が
。

　

非
正
規
労
働
者
と
企
業
年
金
と
い
う
や
や
マ
イ
ナ
ー
な
問
題
を
検
討
し
て
い
っ
た
結
果
、
企
業
年
金
を
「
退
職
金
」
の
ま
ま
に
す

る
の
か
、「
年
金
」
に
昇
華
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
よ
り
メ
ジ
ャ
ー
な
テ
ー
マ
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
。

　

最
後
に
二
点
付
言
す
る
。
第
一
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
政
策
を
講
じ
る
に
せ
よ
、
法
令
と
行
政
解
釈
は
現
在
の
実
務
と
整

合
す
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
重
要
性
か
ら
す
れ
ば
、
現
行
の
行
政
解
釈
は
施
行
規
則
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
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し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
資
格
の
拡
大
（
→
Ⅱ
1
）
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者
が
企
業
年
金
の
加
入
資

格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
拡
大
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
法
律
上
加
入
者
と
な
れ
な
か
っ
た
（
だ
か
ら
問
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
）
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
非
正
規
労
働
者
が
、
今
後
は
本
稿
で
扱
っ
た
不
当
差
別
禁
止
ル
ー
ル
の
射
程
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
ル
ー
ル
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
論
文
は
科
研
費
（22H

00790

、23K
01199

）
及
び
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

一
般
に
労
働
法
分
野
で
は
「
労
働
者
」
が
、
企
業
年
金
法
分
野
で
は
主
と
し
て
「
従
業
員
」
が
使
わ
れ
る
た
め
以
下
の
記
述
に
お
い

て
も
両
者
が
混
在
す
る
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
は
両
者
は
同
義
と
捉
え
て
差
し
支
え
な
い
。

（
2
）　

メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
・
最
三
小
判
令
和
二
・
一
〇
・
一
三
民
集
七
四
巻
七
号
一
九
〇
一
頁
。

（
3
）　

敢
え
て
挙
げ
る
な
ら
、
厚
生
労
働
省
「
令
和
二
年
有
期
労
働
契
約
に
関
す
る
実
態
調
査
（
事
業
所
調
査
）」
に
、
有
期
契
約
労
働
者

の
「
福
利
厚
生
」
と
し
て
「
財
形
貯
蓄
・
企
業
年
金
」
が
あ
る
の
が
二
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
が
あ
る
（
財
形
貯
蓄
と
企
業
年

金
の
内
訳
は
不
明
）。

（
4
）　

た
と
え
ば
厚
生
労
働
省
「
令
和
三
年
有
期
労
働
契
約
に
関
す
る
実
態
調
査
（
個
人
調
査
）」
に
よ
れ
ば
、
有
期
契
約
労
働
者
の
正
社

員
と
比
較
し
た
退
職
金
の
水
準
は
、「
制
度
が
な
い
」
が
六
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
高
い
。
次
い
で
「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
八
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
、「
正
社
員
と
比
べ
て
低
い
」
が
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
調
査
の
事
業
所
調
査
（
前
掲
注（
3
））
で
は
、

有
期
契
約
労
働
者
が
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
（
正
社
員
同
様
職
務
型
、
高
度
技
能
活
用
型
、
軽
易
業
務
型
な
ど
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
で
も
、
有
期
契
約
労
働
者
を
対
象
と
す
る
退
職
金
制
度
が
あ
る
事
業
所
の
割
合
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
都
「
令
和
元
年
度　
契
約
社
員
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
も
、
退
職
金
制
度
の
適
用
が
あ
る
契
約
社
員
は
一

一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
5
）　

退
職
金
・
企
業
年
金
に
関
す
る
統
計
自
体
は
数
多
く
存
在
す
る
（
厚
生
労
働
省
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
東
京
都
、
中
央
労
働
委
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員
会
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
）
が
、
そ
こ
に
は
非
正
規
労
働
者
に
関
わ
る
項
目
は
な
い
。
た
と
え
ば
勤
続
年
数
別
支
給
水
準
な
ど
の
項
目

は
あ
る
が
、
で
は
勤
続
年
数
一
〇
年
以
上
の
非
正
規
労
働
者
へ
の
支
給
は
あ
る
の
か
、
は
わ
か
ら
な
い
。「
退
職
金
は
正
社
員
の
も
の
」

が
統
計
を
取
る
上
で
も
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
6
）　

た
だ
し
法
文
上
は
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
は
、
加
入
者
と
す
る
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
で
な
い

者
は
制
度
加
入
者
に
な
れ
な
い
、
と
正
面
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
7
）　

労
使
合
意
な
ど
一
定
の
手
続
を
踏
め
ば
こ
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
小
規
模
企
業
の
非
正
規
労
働
者
も
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

（
8
）　

こ
れ
は
規
約
型
Ｄ
Ｂ
の
場
合
は
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
規
約
の
承
認
要
件
で
あ
り
（
Ｄ
Ｂ
法
五
条
一
項
本
文
）、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
の
場

合
は
基
金
設
立
及
び
規
約
変
更
の
認
可
要
件
で
あ
る
（
同
一
二
条
一
項
本
文
）。

（
9
）　

平
一
四
年
発
〇
三
二
九
〇
〇
八
、
最
新
改
正
令
四
年
発
〇
一
二
一
―
三
。

（
10
）　

こ
の
ほ
か
通
知
に
は
適
格
年
金
、
厚
生
年
金
基
金
な
ど
の
記
載
も
あ
る
。

（
11
）　

平
一
四
年
発
〇
三
二
九
〇
一
四
、
最
新
改
正
令
三
年
発
〇
九
二
七
―
一
。

（
12
）　

平
一
四
年
企
発
〇
三
二
九
〇
〇
三
・
年
運
発
〇
三
二
九
〇
〇
二
、
最
新
改
正
令
三
年
企
発
〇
九
二
七
―
一
。

（
13
）　

平
一
三
企
国
発
一
八
、
最
新
改
正
令
三
年
企
発
〇
九
二
七
―
二
。

（
14
）　

本
稿
の
検
討
対
象
外
だ
が
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
も
不
当
差
別
禁
止
規
定
が
存
在
す
る
（
三
六
条
）。
国
の
助
成
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
以
上
、
ま
た
従
業
員
の
待
遇
で
あ
る
以
上
、
不
当
な
差
別
は
い
け
な
い
と
い
う
趣
旨
の
規
制
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（
労
働
省
大
臣
官
房
福
祉
審
議
室
編
『
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
早
わ
か
り
』（
一
九
五
九
年
、
労
働
法
令
協
会
）
二
〇

頁
以
下
）。
差
別
の
具
体
例
と
し
て
は
、
性
差
別
や
組
合
差
別
が
挙
げ
ら
れ
、
賃
金
の
高
さ
や
職
務
内
容
、
勤
続
年
数
等
に
よ
っ
て
従
業

員
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
不
当
差
別
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
二
一
頁
以
下
）。
な
お
そ
も
そ
も
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
で
は
有
期
雇
用
労
働
者
を
退
職
金
共
済
契
約
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
中
退
三
条
三
項
一
号
）。

（
15
）　

村
上
清
『
企
業
年
金
と
調
整
年
金
』（
一
九
六
四
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
二
三
八
頁
以
下
。

（
16
）　

以
上
の
記
述
は
、Bruce W

olk, D
iscrim

ination Rules for Q
ualified Retirem

ent Plans: Good Intensions Confront 
Econom

ic Reality, 70� V
a.L.Rev. 419, at 426-433 （1984

）.

に
よ
る
。
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（
17
）　

厚
生
省
年
金
局
企
業
年
金
課
監
修
『
厚
生
年
金
基
金
制
度
の
解
説
〔
改
訂
版
〕』（
一
九
九
一
年
、
社
会
保
険
法
規
研
究
会
）
一
六
九

頁
以
下
。
た
だ
し
同
時
に
「
長
期
勤
続
者
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
な
ど
実
態
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
」
と
も
さ
れ
て
い
る

（
一
七
〇
頁
）。

（
18
）　

前
掲
注（
17
）書
四
六
八
頁
。

（
19
）　

前
掲
注（
17
）書
四
七
八
頁
。

（
20
）　

前
掲
注（
17
）書
五
四
九
頁
。

（
21
）　

こ
の
文
言
は
、
労
働
法
分
野
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
関
連
」
改
正
法
の
施
行
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
夏
に
各
行
政
解
釈
に
挿
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　
「
基
本
的
な
考
え
方
」
に
は
、「
こ
の
指
針
に
原
則
と
な
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
退
職
手
当
…
…
に
つ
い
て
も
、
不
合
理
と
認

め
ら
れ
る
待
遇
の
相
違
の
解
消
等
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
各
事
業
主
に
お
い
て
、
労
使
に
よ
り
、
個
別
具
体
の
事
情
に
応
じ
て
待

遇
の
体
系
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
23
）　

米
国
で
問
題
と
な
る
格
差
は
賃
金
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
正
規
・
非
正
規
と
い
う
「
身
分
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

（
24
）　
「
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」（
パ
ー
ト
有
期
法
施
行
通
達
、

平
三
一
基
発
〇
一
三
〇
―
一
・
職
発
〇
一
三
〇
―
六
・
雇
均
発
〇
一
三
〇
―
一
・
開
発
〇
一
三
〇
―
一
、
最
終
改
正
令
四
雇
均
発
〇
六
二

四
―
一
）。

（
25
）　

水
町
勇
一
郎
『
詳
解
労
働
法
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
二
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
三
六
八
頁
。

（
26
）　

パ
ー
ト
有
期
法
の
施
行
通
達
（
前
掲
注（
24
））
も
、「
事
業
主
で
は
な
く
、
労
使
が
運
営
す
る
共
済
会
等
が
実
施
し
て
い
る
も
の
」

は
待
遇
に
該
当
し
な
い
と
し
て
い
る
。

（
27
）　

た
だ
し
給
付
を
直
接
「
支
給
」
す
る
の
は
資
産
管
理
運
用
機
関
で
あ
る
（
Ｄ
Ｂ
法
二
九
条
・
三
〇
条
）。

（
28
）　

た
だ
し
、
基
金
型
Ｄ
Ｂ
同
様
規
約
変
更
に
は
労
使
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
受
託
者
責
任
（
Ｄ
Ｂ
法
六
九
条
一
項
参
照
）
と
の
抵

触
の
問
題
、
そ
し
て
総
合
型
・
連
合
型
制
度
の
場
合
に
お
け
る
他
事
業
主
と
の
利
益
相
反
の
問
題
は
規
約
型
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
も
同
様
に
存

在
す
る
。

（
29
）　

企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
「
等
」
は
企
業
型
年
金
運
用
指
図
者
を
指
す
（
Ｄ
Ｃ
法
四
条
一
項
五
号
）。



59

非正規労働者と企業年金

（
30
）　

内
枠
方
式
の
退
職
金
規
程
で
は
、
た
と
え
ば
「
企
業
年
金
基
金
か
ら
給
付
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
金
額
を
こ
の
規
程
に
よ

り
計
算
さ
れ
る
退
職
金
額
よ
り
控
除
し
て
支
給
す
る
」
な
ど
と
定
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
従
業
員
が
受
け
取
る
退
職
金
の
総
額
は
ま
ず

就
業
規
則
等
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ
の
う
ち
一
部
（
年
金
現
価
相
当
額
ま
た
は
一
時
金
額
）
が
外
部
積
立
の
企
業
年
金
制
度
か
ら
支
払
わ

れ
、
そ
の
分
使
用
者
が
自
ら
退
職
金
と
し
て
支
払
う
金
額
は
減
る
、
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
退
職
金
制
度
と

の
調
整
を
行
わ
な
い
、
完
全
に
制
度
が
別
建
て
に
な
っ
て
い
る
場
合
を
外
枠
方
式
と
い
う
。
森
戸
英
幸
『
企
業
年
金
の
法
と
政
策
』（
二

〇
二
三
年
、
有
斐
閣
）
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
31
）　

前
掲
注（
24
）・
パ
ー
ト
有
期
法
施
行
通
達
。

（
32
）　

名
古
屋
自
動
車
学
校
事
件
・
最
一
小
判
令
和
五
・
七
・
二
〇
労
判
一
二
九
二
号
五
頁
参
照
。

（
33
）　

前
掲
注（
2
）・
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
。


